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参加者も多く､盆踊りにゲL-ムと、
需り上がりました。齋享訓蕊支部峰松宏樹

し したで藩１Fをた然ユ「I「分のが場しのノＬ今祭れ
た｡とし部、ひだビ｜年が魁１１ナリのた刀時年りま去
／二i三いよ藩１１；いいンス部きの年を供゜々をは１Ⅱ｜しる
催ううの年たてゴの主れ手部み落久もま参始た八
さ』|『゜将部の盛が」'Ｌ催い羽でせ小し参わ力１１の。）｜
れで米仁がり什飲でに光）ｉ１ま’'１振加つ昔午、'１=
た今のも、上わみ１『たが意し学’）したが後Ⅱ十
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各地域で開催されました｢夏まつり｣。

恒例の盆踊りの他に､ゲームや夜店を出して､祭りを盛り上げようと

各支部とも活躍されました。

その様子を各地区の青年部より寄せられましたので､ご紹介します。

肌寒い夏の夜、
踊りや太鼓で熱気ﾑﾝﾑﾝ。
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滕
橘
支
部
は
八
月
１
八
日
、
俵
橘
迎
什

盆
踊
り
人
会
に
夜
店
の
出
店
協
力
と
い
う

こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
日
中
の
良
い
尺

候
が
撲
っ
た
の
か
、
夜
半
に
は
十
度
少
々

と
い
う
八
Ⅱ
と
は
思
え
な
い
肌
寒
さ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
達
の
元

気
な
剛
り
や
威
勢
の
良
い
太
鼓
の
粋
き
が

会
場
の
熱
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

牛
や
鶏
な
ど
の
串
類
、
焼
き
そ
ば
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
、
今
年
初
め
て
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
に
枝
豆
を
用
意
し
ま
し
た
が
、

今
て
売
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
ビ
ー
ル
が

少
々
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っ
た
も
の
の
、
ｎ
本
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は
途
中
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買
い
に
走
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
大
鵬
呪

で
し
た
。
例
年
通
り
の
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル

や
楠
引
き
も
あ
り
、
変
の
雌
後
の
一
夜
を

楽
し
み
ま
し
た
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大きな踊りの輪､名物花火
大会で楽しいひとと言。へ
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青年部武佐支部林直樹

てぞせ数ジもリ大ついい天会
いれ１，ｋ人Ｈ｝ユ例ま大き地つまで候が八
まお後い店｜年た公な元まししに、月
しみはにしス通、をｌｉＩｉのれたたも武卜
たやお蕊、やり夜盛り方てがが惑佐八
・げ楽盛附ビMlI1lfl）のやい、、ま小’１
をししｈｉｉｌ焼も上輪地ま寒夜れ１１１に
手みま前ルき大げが元しさに、学、
に１１１１しか、、イ１１てで以たにな日恢復
し選たらそ焼殿くき外・はるｉＩ１ｌｉｉＴ活
、会･沢しきやれ、の負との庭第
夜に山てそ教ま搭沢け少準に十
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中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより|胄報

H13.8曰本国内種雄牛評価成績から
Iiiil1ilまでの産乳成分は乳{,t×｢-0.7｣でしたが､今'１１１より

「-0.3｣に変更されました。これにより\し{,この多い極雄

''二の成紙が、’二ｹ}するという結果とをI)ました｡乳脂肪・

乳蛋lfl・体醐成分へのⅥみ付けに変､Iはありません。

また、新規'卜の歌場も多く、総合指数ベスト40の!|Ｉに

14頭います。新しい顔ぶれとしては｢ジュラー｣(プラッ

クスター×チーフマーク）｢サンド」(サウスウインド×シ

ークレソト）｢プレスコット」(サウスウインド×チーフマ

ーク）などが祁雄f'二の父親となっています。４０位以|ﾉilで

父親別に兄ると｢ベルウード｣６頭､｢マンデル」５頭､｢エ

ルトン」５頭､｢ルーク」４頭となっています。

こルう新jjMi雄'卜とすでに供Ｉｉ１ｉｌ１の郁雄ﾑ1二をうまく使

い分けて、今後の''二群形成に役立てていただきたいと思

います．

去る８)124i｣に総合指数(ＮＴＰ)が公表とな1)ました。

今回は２つの人きな変更点がありました。

１つは今仙から公表される新風極雄'|豊の略号が「ＪＰ

○Ｈ○○○○○」と、従米よ')４桁もjWえることとなり

ました。ＪＰはロ本を意lLkし､初めの○に入る数縢ﾄﾞは｢３Ｊ

がⅢ)ジェネティクス北海道､「４」が㈱－１－勝家畜人｣二授桁

所､「５」が㈹家蒜改良事業'｡iとなっています。Ｈはホル

スタインを表し、その後に9Ｍ己の略号が人')ます゜未イド

からはこの数字が種雄牛の登録番号となります。今後、

国際比較(インタープル)への対応を検討しているとのこ

とです。

なお、Dd在供用｢'１の(販売している)極雄牛（例えばH

-3391など）は、現行の略号を使川いたします。

もう１つは､\LlItへの近み付けが変更になった点です。
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１１Ｈ３３９１ﾙｴﾙﾄﾝ7ﾗﾝE『ｴﾙﾄﾝﾌﾟﾗﾙｽﾀｰＷ９８７４２５７０１０５９５５０Ｉ７８５‐０．１０４０Ｍ７５１５７８７
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１５｣P5HO60041ｼﾞｴｰ)ﾉｽﾃﾂﾄﾞﾍﾞﾙｳｰﾄ,ﾏｽﾄＥＴヘ・ﾙｳｰﾄﾞﾏｽ]ツト95313221210169556-0｣211510.0152‐0031ｌ６１９６６
１６１Ｐ５９７５１ﾒｰﾌﾟﾙｳｰﾄﾞﾏｰﾍﾘﾂｸEＴヘルドリ>ﾃﾞｲ-95273485Ｍ７５４４７０．２２１８１０．１８３９０，１８３４３７１８１
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名号略号 父 母の父 牛驚 頭数
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'１壇 略号 名号 父 母の父 △ロ斬巫幽他化泊
乳代効果

円’11屑

E［ 

ｌＩｌｌＦｌＦ％ SNF ＳＩｌＦ％ ＰｌＰ％ 
牛群 頭数 R： 

JP3HO3479 ﾛﾙｰﾝｿｴｽqET ｼ,ﾕﾗｰ ｴ7Ⅱｽﾀｰ １２４９ 151988 2098 5７ -0.26 169 -0,18 5６ -0,13 2０ 2１ 7０ 

〃5HO5930 ﾗｲｽﾙｽﾄﾛﾙﾝEＴ ﾘﾕｰｸ ｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ 1１２８ 139662 1871 5０ -0.24 161 -Ｍ５ 5９ -0.02 2２ 2３ 7３ 

｣P4HO9198 ﾙﾄﾞﾋﾟﾕｰﾀｲﾃｲﾋﾞｰｽｸﾘｰﾁEＴ ﾍルート ｴﾙﾄﾝ Ⅱ0４ 160018 2152 6５ -0.11 176 -0.15 5７ -0」３ '９ 2０ 6９ 

HＢ８１０６ ﾛﾝﾄﾞ)ﾉﾃw-IｴｽｳｲﾝﾄﾞﾏⅦEＴ ﾘｳｽｳｲﾝﾄﾞ ﾁｰﾌﾏｰｸ １０３７ 1303Ⅱ １２ '721 4８ -0.21 １５１ -ｑＯｌ 5５ -0,01 726 Ⅱ2３ 9９ 

Ｐ５９４６ ﾀｲﾃﾞｲﾌﾙﾂｸ ｴﾌｱｰﾙＥＴ ｿﾞﾔjliツト Iﾙﾄﾝ 1030 '08253 0６ １２９６ 5３ Ｍ２ 123 0Ⅱ 5１ 0.Ⅱ 3６ 4０ 8２ 

ＨＭ３６ ﾋﾟｰﾁﾛｰﾝｽﾛ {ﾀﾑｼﾄﾞﾋﾟＴ ｽﾙｶﾑ ﾗｽｸ １０２６ 120526 1７ 1716 3９ -0,31 137 -0」７ 4６ -0.10 4８ 5５ 8５ 

Ｈ３３４８ ｲｽﾙｽﾄﾙ) /ＥＴ ﾘﾕｰｸ ﾘｳｽｳｲﾝﾄﾞ 1014 １１２８５０ 3０ 1519 3５ -Ｍ７ １３６ 0.01 5１ Ｍ２ 2'１ 2４ 7８ 

Ｐ５９４７ ﾃﾞｶｴｰｶｰｽジ ﾄﾞﾂﾄｴﾙﾌEＴ ｼﾔﾎﾟｿﾄ Il}ﾄン 1009 128865 1４ 1827 4１ -0.33 '4７ -0.16 5２ -0.01 '10 5０ 8４ 

JP5HOl472 ﾊﾂﾋﾟｰﾘﾊﾞｰ［ |ｸﾞｰ]EＴ ﾏｽｺｯﾄ ﾌﾗﾙｽﾀｰ 993 147589 2Ⅱ４ 3８ -0.47 176 -0」２ 6１ -0.07 2７ 2７ 7５ 

１０ Ｐ５９５９ ﾃﾞｲﾘｺﾞｿﾖｲｰEＴ ｽﾛｰｶム ｴｱⅡｽﾀｰ 990 142801 2043 4１ -0.41 １６６ 言０１６ 5１ -ｑｌ６ 4３ 5１ 8５ 

'１ Ｈ３３９１ ﾙｴﾙﾄﾝ7ﾗﾝE『 ｴﾙﾄﾝ ﾌﾟﾗｿｸｽﾀｰ 979 87425 7０ '059 5５ 017 8５ -0」０ 4０ 007 5１ 5７ 8７ 

'２ Ｐ５９１０ ﾃﾞｶｲﾝｸﾞﾗﾙｿﾙEＴ ｴﾙﾄﾝ ﾌﾗﾂｸｽﾀｰ 963 132290 １７５５ 6０ -010 143 -0.14 4３ -0.15 3９ 4１ 肌

'３ ｣P5HO6006 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾙｵｰﾓﾋﾙEＴ lﾙｰﾄﾞ ﾏｽ]ｿト 957 １３４０１５ １７６１ 5０ -020 156 -0.01 5２ -0.05 2５ 2７ 7５ 

１４ ＨＭ２７ ﾄﾗｲﾜｴﾙ狐ｾﾙｸ>ﾄﾋﾞＴ ﾙｱｽ ﾁｰﾌﾏｰｸ 955 145146 １９５９ 63 -0.14 １５６ -0」９ 5４ -0,10 4２ 4９ 8４ 

１５ ｣P5HO6004 ﾂﾞｴｰ)ﾉｽﾃﾂﾄﾞﾍ゛ﾙｳｰﾄ,ﾏｽﾄEＴ ﾙｳｰﾄ, ﾏｽ]ﾂト 953 132212 1０ １６９５ 5６ -0」２ [5１ 0.01 5２ -００３ １６ １９ 6６ 

1６ Ｐ５９７５ ﾒｰﾌﾟﾙｳｰﾄﾞﾏｰﾍﾘﾂｸEＴ )}ﾜｰﾄﾞ ﾚﾃﾞｨｰ 952 73485 8４ 754 4７ 0.22 8１ 0.1！ 39 0．１８ Ｍ 3７ 8１ 

1７ Ｐ１４３７ iiﾅﾐｴﾑﾋﾟｰﾋﾟｰﾆﾂｸﾏﾝEＴ ｿク ｻｳｽｳｲ>ﾄﾞ 947 114687 2５ １５１１ ５ ３ -Ｍ７ １４１ 0.0Ｉ 5１ Ｍ５ 2５ 3２ 8０ 

'８ ＨＭ２０ ｶﾙﾌﾟﾚｿﾄﾙﾀﾘｰEＴ )ﾔjliﾂト ﾘｳｽｳﾙﾄ， 931 101465 40 １３９３ 2１ -0.31 124 Ｍ１ 4９ Ｍ５ 3６ ４６ 8３ 

１９ JP5HO5999 ﾚｯﾄﾞﾘｰﾌｾｶﾝﾄ,ﾁﾔﾚ>ﾂﾞﾔｰﾋﾞ「 ﾍﾞﾙｳｰﾄﾞ ﾌﾟﾗﾂｸｽﾀｰ 925 ''5661 2４ １４４４ 5８ 0.03 １２４ -0.04 4１ -006 '６ １７ 6８ 

2０ Ｈ３３５５ ﾕﾝｸﾞﾘﾕｰｸｾ(パーEＴ ﾘﾕｰｸ ﾘｳｽﾜｲﾝﾄﾞ 920 101448 4４ 1349 3１ -0.25 １２４ 0.05 4３ -0,01 3１ Ⅱ 8２ 

2１ JP3HO3477 ﾕｰﾋﾟｼﾞﾖﾝOBRﾙﾄﾞｽﾄｰﾑﾋﾟＴ ﾘﾝﾄ ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 914 113178 28 1448 5４ -００２ １２２ -0`0７ 4７ 0.00 2１ 2４ 7２ 

2２ Ｔ９１４３ ｳｲﾂﾃﾙﾊﾘ－７ｲｶﾞｰEＴ ﾘﾕｰｸ ﾌﾗﾂｸｽﾀｰ 913 109641 3５ 1451 4２ -0.16 126 -0.04 4２ -００６ 3０ 3２ 8１ 

2３ JP3HO34M ﾗｽｸ細ﾄｳﾙｸﾞﾘﾂﾄEＴ ﾙド ﾃｽｸ 9Ⅱ 99329 4５ Ⅱ9'’ 5５ 0,10 １０６ 0,00 4２ 0.04 2３ 2３ 7１ 

2４ IP5HO5976 ﾛﾌﾞﾄIjIljﾗｰﾊﾟＥＴ 7斤1， 伽ﾋﾟﾚｰｼﾖ） 905 124871 １６ 1630 4１ ･0.24 151 Ｍ７ 4８ -0.05 3１ 3３ 7９ 

ｌ５Ｈ３４１７ ｲｰｽﾄﾋﾟﾕｰﾍ,ﾙｳｰﾄﾞﾌﾘｿEＴ ﾍﾟﾙﾜｰﾄﾞ ﾌﾗﾙｽﾀｰ 904 125102 １５ 1566 6２ 0,01 １３６ -0.03 4３ 言0.0Ｉ ３４ 3７ 8１ 

2６ JP4HO9202 ﾊﾂﾋﾟｰﾘﾊﾟｰｽｰﾊﾟｰﾛﾆｲEＴ ﾏｽｺｯﾄ ﾌﾗﾂｸｽﾀｰ 903 129292 1３ １６９０ 5１ -0」６ 148 -0.02 5４ 0.00 2３ 2５ 7４ 

2７ Ｐ１３９１ ｿｭｲｲ７１､レートクフjノトヒ’ ｸﾞﾗﾙ ﾒﾘｯﾄ 900 114052 2６ １３０８ 7４ 0,21 115 -0.01 4１ -ｕＯ１ 3３ 3６ 8１ 

2８ Ｐ５９３７ ｴｽｴﾌｴﾙﾆﾂｸｶｽﾞｰEＴ ﾆﾂｸ ｻｳｽｳｲﾙ 897 83621 7７ 983 3９ Ｍ１ 9８ 013 4３ 0.M 2８ 3０ 7９ 

2９ Ｔ９１７８ ｾﾙｳｴﾙﾏｼﾞｴｽﾀEＴ ﾙﾃﾅﾝﾄ ﾌﾟﾗﾙｽﾀｰ 892 104092 3８ １２７０ 4８ -Ｍ１ １１８ 0.01 4５ 0.04 3４ 3９ 8１ 

3０ Ｈ３４３４ ｺﾙﾄｴｰｶｰｽｶｲｻﾞｰEＴ ﾏ万ル ﾃｽｸ 887 136743 ７２０１８ 3７ -0.44 １５６ -0.24 4４ -023 3０ 3３ 7８ 
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Ｆ■■ 

いが築意人人助谷の生’よ上よど方な川保家々新調

騨鞭騨塒ii蝋轆臘羅辮

蕊嬢鍵;蕊
轆騨雛騨韓 一軒君

６ 



「1本大学生物盗源科学部の学化と｣造期酪

農実１１Wと'二のバス旅１｢が、８)1181]に笈施さ

れ、４６人が参加しました。

行礎は摩周iA1ル硫黄lll・砂湯・美lMB1I｜|§・

MH陽台を観光しました。

当１１はIlI1i天で、摩1制湖や美幌'１'+ｉからj'６る

,,{斜路湖がとてもきれいに兄えました。硫

鼓,乢砂勝て･は''１に識りゆで卵を食べた')、

光)iiiではソフトクリームを食べたり、お上

産を買ったI)と楽しく過ごし、実習｢'１の良
き思い(1)となったようです。

戸可

！''標津空港周辺の工Zli:が‐段落し、数年ぶりに街

のコスモスプロジェクトが再ＩＨＩしたところですが、

｢１７機ilkllll農協:l1T務所横のｲﾋﾟ堀にも８)l木頃からコス
モスが咲き始めました。’'１ﾆｲ|皇まで、松の木が植わっ

ていた所ですが、今ｲﾄﾞはiIlIlllNI地域ilｻﾆ接支払`l『業で

各戸へ配布したベコニアと‐緒に赤、Ｆ１、ピンク、

ムラサキなどの綺麗な色什いを）しせています。

コスモスはキク科コスモス厩の春蒔き一年軍。１%【

産凶はアメリカやメキシコで、別裕を大春単菊（お
おはるしやぎく）と言います。

和僑は秋桜（あきざくら)｡花言葉は4次の１１４心・

少女の純潔だそうです。

〆:０
ワ
ン

●
ニ
ワ

ロ
Ｐ

蕊
｣Ｉｆｌｊｇ 

コ
ス
モ
ス
が
咲
き
ま
し
た
！

に_で

瓢
尹櫻;籔鱒

､ 

閏縢關

’ 
劃

睡
口
、
■ FＭ 

五凸ＴＵＩさ

ノ

■' 

▲△ 

〒



一PN；

可
、

■｡■ 

■ 

￣雪国

■■. 

； 
索

､ 

〈」TＬてｉｉｉ
の産弦取の
'1Ｍで輝材時
入小<にＩＨＩ
院さん付だ
し〈のきっ
て小誕合た
いさ’１さつよ
た〈はてう
そ生、〈で
うま－れす
でれ力まが
す、）］し、
･しｊｌ２た頑
一Ｄｂ．〃，＿ｈ＝ＦＤ＝

今
月
の
人
気
灘
は
、
好
諦
心
旺
搬
な
男

の
子
。
当
幌
地
区
・
述
川
勝
さ
ん
宅
良
男

弦
輝
く
ん
で
す
。

玄
関
を
開
け
る
と
歓
迎
の
Ⅳ
「
バ
イ
バ

イ
」
を
し
て
出
迎
え
て
く
れ
た
弦
輝
く
ん
。

チ
ョ
ッ
と
だ
け
眠
く
な
っ
て
い
る
お
昼
寝

前
の
畔
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
頑
膿
っ

７入

■ 

。
Ⅱ 

､Ｉ 

’子穰」 でれ力

す、Ｈ
･し半
でば位
#）らの

〆可軋丙

`wIliA 

今
で
は
家
中
所
狭
し
と
動
き
回
る
、
裕
前

そ
の
も
の
「
元
気
」
を
ｆ
に
な
っ
て
一
安

心
の
パ
パ
と
マ
マ
。
弦
輝
く
ん
は
主
に
、

ポ
ー
ル
プ
ー
ル
の
巾
で
ポ
ー
ル
遊
び
を
し

た
り
、
本
を
パ
ー
フ
パ
ラ
め
く
っ
て
遊
ん
だ

り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
遊
ん
で
い
る

そ
う
で
、
特
に
テ
レ
ビ
は
天
気
予
報
と
、

げんき

:111陥地lえ遠田勝･弘美さんﾉと変災皿弦輝くん(ljMlii4力)l）

ｒ
Ｌ
 

Ｒ＝、

名前そのもの
｢元気｣な舐

ﾉ〔感<おたもマ１１'１はけに
き弦じん三いつマ弦復、泣１１１そ
く繩まに人リドとに輝／火きてん
なくし対１両]がい質〈好’１１行な
つんたすじｌⅡろ｜Ｍ１ん物し〈弦
て１゜る気てんしののてと輝
ねま家持<なた将卜し寂<
･す族ちれ：!'『ら米マましん
ま’|’・ばに－，にトいくで
すのそそ興知つをまてず
可愛のれ味忠い兄す！？が
に．１１\言でをがてせ゜ち、
気.と某い待つ、てそ』：誰
一期にいちいパごんつか
杯祢拡Ｌ、てパ気なとが
￣ 

を輝とし、と嫌HIi：だ外

人
の
蒜
ぐ
る
み
が
出
る
恭
組
は
か
じ
り
つ

い
て
凡
て
い
る
ん
で
す
っ
て
。
ま
た
、
初

対
面
の
物
に
は
非
常
に
興
味
を
示
し
、
好

奇
心
旺
盛
な
弦
輝
く
ん
。
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
を

興
味
深
く
触
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
で
は

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
好
き
な
川
を
選
曲
す

る
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

８ 



暮
ら
し
の

､家庭菜園）蕊
⑭ 

’ 
『

シリーズ(その④）

■▲ 

北根室地区農業改良普及センター

、
’

一
勺
△

野菜の健康機能性とは
〆可

野莱（特に緑黄野菜）には蝋樹な栄養Iiliが含まれてお

り、旅11摂取している人はガンにかか')にくいことは、

既にＩＨＩらｵしています。それは、絲茂l1f菜に含まれる各ＩＩＩｉ

ビタミン（ＡＢＣ）類やカルシウム、食物繊維が人の体

の機能を商めガンにかか')にくくしたり、様々な随Li〔('(｣

効果をもたらすからです。

１代表的野菜の主な各種栄養価

ビタミンＡ(効１１） 鉄ビタミンＣ カルシウム

野菜名Ｉｕ/loog 野菜ｆｉｎ１日/100尺 野柴門ｍg/1009 野菜名mgnOOg

,1,800 

4.200 

4.10(］ 

パセリシソ 20［ コマツナ

カブの蝿

290 パセリ 9.3 

パセリ フーロッコリー 16（ 23(） ヨモギ １１Ｆ 

ニンジン ナパナ 12（ フダンソウ21210 ４１ シソ

アシタバ 2,10Ｃ 

2,00Ｃ 
2,00Ｃ 
Ｌ９０Ｃ 

ドーマン R［ ホウレンソウ ３７ ダイコン難 2IＣ 

ツルムラサキ イチゴ 8０ 

７５ 

l９Ｃ ゴマッナ 3.0 パセリ

オカヒジキヨモギ カブの蝋
コマッナ

l６Ｃ ナパナ 2.7 

シュンギク トウナ7５ l5C 2.6 ナパナ

ると’１の疲れや｣１川|ﾉﾘ)l'慨・神経・筋肉が老化します。畷

笈にはビタミン片lIを超える効果があります。

食'1二１，Fの基本はバランス（タンハ゛クＺｒ・脂肪・ルヒ水化

物・ビタミン・ミネラル・食物繊維）良く摂ることが大

切で、野菜が不足（ビタミン、ミネラル、食物繊維）す

２ガン抑制効果のある植物成分を含む野菜

上司

闘鋤ｉＺﾄﾞｲﾃi7iiﾎﾟﾉi2Wiiiﾄﾞﾁﾉ|ｸﾏﾘﾝ|ﾐﾘﾃﾙ|ﾑﾘﾃﾙiﾘ">i虚'－１jrﾄﾞｰＩｲｿﾃﾞｵ;ﾌﾀﾗｲ：シアン厳ｌト
野菜の獅緬

ニンニク

絲茶

人Ｕ、

1段噸

アブラナ科

七’)科

ナス科
ウ’」科

○
 

○
○
○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
○
 

○ 

○
○
○
○
○
○
○
 

○
○
○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
 

○
○
 

○
○
○
○
○
○
 

○ 

･ ○ ○ 

○ 

３ガンを予防する食品

'7t蛭 効 ＩＩＬ ←←←← 

にんにく タマネギ

Ｉｌ１Ｉ瀞:【ｉ

令粒小犬

ナス科（トマト・ピーマン鞭）
アブラナ科(プロソコリー擁）

キニウリ

キャベツ ,賜鈴しょ

ミント・タイム・セージ・パジル

エン犬・人交
くり－噸

ダイズ

ショウガ

セリ科(ニンジン擁】

９ 

ビタミンＡ(効ﾉ｣）

野菜名 ＩＵ/よ()()９

シソ

パセリ

ニンジン

アシタパ

ツルムラサキ

ヨモギ

シュンギク

'1,800 

4,2()0 

4,1()(） 

2,1()0 

2,00(） 
2,0()(） 

1.900 

ビタミンＣ

野菜ｆｉ mg/1009 

パセリ

フ゛ロッコリーー

ナパブ・

ヒー‐マン

イチゴ

カブの蝋

コマツナ ０００００５５ ０６２８８７７ 
２１１ 

カルシウム

野築宿 mg/1009 

コマツナ

カプの葉

シソ

ダイコン蕊

パセリ

オカヒジキ

ナパナ

290 

23(） 

22(） 

２X0 

190 

160 

150 

鉄

野菜名 mg/1009 

パセリ

ヨモギ

フダンソウ

ホウレンソウ

ゴマツナ

ナパナ

トウナ ３３１７０７６ ■●●●●●■ ９４４３３２２ 

野菜の獅類 闘鋤lZﾄﾞｲﾃl77iW)Ｉｒｶﾚ|ｶﾞﾄﾞﾁﾉ|ｸﾏ'し潟ﾃﾙ
ﾄリテル

ペン
iI1グナン

フェノー

ﾙ鰯

ｲンドー
ル

イソチオ

シアン賎

ﾌタライ

ニンニク

絲茶

ﾉ（Ｖ、

1段繭

アブラナド:ﾄ

セリイ:ﾄ

ナス科

ゥｌノ科. ○○○・○○○
、‐ソ、‐ジグＬ〆、○○ ○○・。

○ 

○○○○ ○○○○○○○ ＣＣＯＯ○○ ○・○○○○○
○ 

○○○○○○○○ 〔〉（） 
／、
、ノ

iｎ鍵←←←←効

にんlこぐ｜タマネギｉキュウリ
キャベツ ’’'１|櫛；:【ｉ １，１５鈴しょ
ダイズ｜令粒小父ｉミント・タイム・-ヒージ・バジル
ショウガ｜ナス科（トマト・ピーマン群）｜エン尖・ノ<炎
セリ科(ニンジン等）！アブラナ科(ブにルソコリー搾）｜ペリー賊



第１回酪対会長杯バークゴルフ大会

パークゴルフで

親睦を深めました。

瀞
琿守Ⅱ－左ご■Ｚ；

､19蕊w7KX ■ 
瞑咽河）雀．

▼■◆■ 

且⑩

､ロー
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｡ 

■ 

■● 
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離暁 声

晴
犬
に
恵
ま
れ
た
八
月
十
七
Ⅱ
、
道
上

ゆ
め
の
森
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
酪
対
会
旦
家
族
及
び
職
員
併
せ
て
五

１
一
人
が
蝋
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
楽
し
い

『
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

親
睦
を
第
一
と
し
た
雌
低
限
の
ル
ー
ル

で
実
施
し
、
会
員
机
互
の
懇
親
を
深
め
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
よ
り
、
乳
価
は
実
勢
を

反
映
し
た
指
定
団
体
と
〆
１
カ
ー
と
の
柵

対
取
引
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
と
は
迷
っ
た
酷
対
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

Ｉ 岸べ

》
狐
▲

■ 

曇
P 一

▲
■》 蕊ｋｉ識鞠

ＵＷ■ 

一吋田

－Ｆ■P 

俵

‐二》筋

凶

■
■
 -－P￣￣■￣Ｐ￣ 

今
年
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
が
、
十

忽
を
反
し
た
参
加
数
を
数
え
る
こ
と
が
川

米
、
艦
会
の
中
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
川
は
、
更
に
参
加
数
が
増
え
る
よ
う

会
員
の
皆
様
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

表
彰
結
采
は
次
の
と
お
り

男
子
の
部
一
位
占
成
務
さ
ん

女
子
の
部
一
位
名
越
静
枝
さ
ん

熟
年
の
部
一
位
福
嶋
信
一
さ
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
笈
吉
成
務
さ
ん

特
別
隣
ｎ
下
忠
美
十
さ
ん

鐸､

[共計でん粉ﾌ月末販売状況）
でん粉市況 Ⅲ1位：Iリ袋〈25k頂）

１W;鈴しょでん粉
（朧地合椎し）

2,250(2,375)～3,125(3.125） 

馬鈴しょでん粉
（来京倉波し）

１２成12年産共計でん粉は７月木仮配果計１袋当り、

1,828円（前年ITiI期1,394111)､昨年より繰越数ｌｌｔが少な

いため、』,Lい販売状況となっています．

販允状況は、上i汁数jItの80.1群（前年IIiljV164.8黙）

と販売進度は15.3群進んでいます。

2,475(2,575)～3.450(3..150） 

輸入化'二でん粉
（束A(倉渡し）

1,625－１．８７５ 

コーンスターチ 1,740(1,75())～ 

（）liIiljｲ'二ll1jリ

1０ 

１W;鈴しょでん粉
(産地倉渡し）

2,250(2,375)～3,125(3,125） 

馬鈴しょで劒ん粉
(来京倉波し）

､`175(2,575)～3,450(3,450） 

輸入化」岳で.ん粉

(4〔ﾙ(念渡し）
,625～ユ,875

。－.ンスターチ ],740(1,75())～ 
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全勝で中林さんﾁｰﾑが
優勝に輝きました。
JＡ中標津組合長杯ゲートポール大会

完?凸ロ

i葛逼
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中林さんチーム
伊用西

１１１じ坂)MIi氏１ｊトしさは地をででｊ二Ｉﾘ］江い統の定ムに流セノし杯
勲〈本きチなチ参たんl7i1区新岐ま競将が瀞たい藤犬編午毎とニン「１ケ平

氏三弘、’わ’力Ⅲ。ｶﾐｾﾞ鮭蝋な郷＃懐鰍氏成前`ﾄﾞ親のタＩｍｌ’砿チ勝氏準ムれム冶
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判１ 

花
づ
く
り
見
学
会

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
目
猯
し
て

iiiiii1fi:|鑿
瀞ﾛ醗騨咽

p繩 １
刑

■ 

「丙

鱒
二ｌｂ

やiiili
諭

! 

鐺

一面ハープ畑の末広牧場

手
を
広
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。
配

ま
た
、
Ｚ
件
Ⅱ
の
別
海
町
人
．

●
 

成
・
末
広
牧
場
は
ハ
ー
ブ
作
り
》

■
 

に
カ
キ
」
入
れ
て
お
り
、
プ
レ
ハ
ブ
の
ア
。

▲
 

ト
リ
エ
を
持
ち
、
ド
ラ
イ
卯
｛
し
、
お
茶
、
。

染
料
な
ど
フ
ル
に
ハ
ー
ブ
を
活
川
し
て
》

●
 

い
つ
。
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
。

■
 

の
牧
場
山
〕
本
人
の
熱
心
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
．

●
 

家
族
の
理
解
の
巾
‐
で
楽
し
み
や
唯
き
が
》

■
 

い
を
侍
っ
て
や
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
化
．

■
 

活
の
ゆ
と
り
」
を
参
加
者
は
感
じ
て
い
》

た
よ
う
で
す
。
側
分
の
で
き
る
卵
か
ら
》

■
 

少
し
ず
つ
が
ん
ば
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
。

●
 

来
年
は
あ
な
た
の
お
庭
に
伺
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か
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ん
ね
。
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場内すみずみまで手入れされている安田牧鳰
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コエ

地域内外との徽荒｡活柑この為に食品加工部轍鮒雛
８月27日、第１回食品ｶﾛｴ部会設立準備委員会が開八世栄さんが選出され、自分達でできる事から、楽し催され20人が出席しました｡んで活動してみようという事になりました。今後は、この委員会は、今後の女性部活動の幅を広げる為、畑作と酪農が共存した自主的且つ自立した活動．組織また組合員活動としても自家生産物や地域食材を生か作りとする為、女性部という枠を外して活動を取I)造した農蓋産物ｶﾛｴを通じ、地域内外との交流を深め、める予定となっており、まずは正式設立までの準備委
地域の活性化に繋げる為に、女性部が中心となって食員会として活動を始めます。品加工部会と称する部会を設立し、活動しようというより楽しい農村生活を過ごす為に、みなさんのアイニとから始まりました。デアを組織活動に生かしてみてはいかがでしょうか!？この日の会議では部会設立の趣旨が説明された後、興味のある方は経営企画課組織広報係まで。
今後の活動について協議しました。また代表は長正路

Ｉ 
二二

／ 

~－－･■－ 

￣ 

円
、

ノ
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￣￣＝ 

練習成果を発揮し
善戦しました。

、

管内農協交流ゲートボール大会

霊西＝ニーー

り優勝旗の返還、安江八五郎大会長らの挨拶のあと競技を開始しました．

競技は､管内８ＪＡから29チーム200余人のプレーヤ
ー－－－－

第９回根室管内農協交流ゲートポール大会（主催．得点の25点満点を獲得した別海のH召和チームと、計根一が熱戦を繰り広げ、中でも大会を沸かせたのが最高

管内農協交流ゲートボール大会実行委員会）が、８月別の計根別チームでした。当ＪＡから参加した拓友、29日閥別海町営ゲートボール場で開催され、当ＪＡは俣落、俵橋、開陽、中標箪の５チームも日頃の練習成団体の部７位、下山恵市氏率いる中標津チームが参加果を充分に発揮し、善戦しました。29チーム中、６位に輝きました。試合結果は、団体の部はＪＡ西春別、チームの部は当日は天候に恵まれましたが少し肌寒く、午前9時西春別の泉川がそれぞれ優勝に輝き、成績発表及び表より開会式が行なわれ前年度団体優勝・ＪＡ計根別よ彰式を行ない午後４時30分閉会しました。

戸

－－二－－￣

ひときわ熱いﾌﾟﾚｰを楽しみました。第３回役職員ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大会
去る８月26日、ゆめの森公園〃にて、第３回役職員パーク

澪…階…一一三厘罰弐藪蕾鰔讓憩艤鴬謹鰐纂驍:！
Ｆ＝ 

と胸をなでおろす事となりました。
当大会は、管内Ｓ農協参加によるもので、今年は、例年よ
り110人も多い役職員が集まり、ひととき熱いプレーを楽しみ
ました。ＪＡ中標津の今年の成果は…？惜しくも団体賞、個
人賞は逃したものの、ホールインワン賞にラッキー賞と続き
３年連続のブービー賞（!?）をもいただく結果となりました。
パークゴルフで手に汗を握った後は、同町森林公園内に場所
を変え、冷たい生ビール片手にバーベキューで親睦会となり
ました。焼き肉におにぎり、１人１枚、なかしくつビーフ〃
の豪勢な霜降りステーキにと、ボリュームたっぷりなメニュ
ーにもかかわらず、パークゴルフで空腹となった参加者の食
欲はまだまだ満たされず、予想外の肉を追加するほどの大盛
況でした。

楽しく食べて、飲んで、大いに親睦を深め、夏らしい爽や
かな一日を過ごす事となりました…。

mij護i鍾襲i；

霧
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耀
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繩
鯏 聯
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－１ 寶年へルパー募集'
ＪＡ中標津酪農ヘルパー利用組合では、青年ヘルパーを３～４人募集しています。

酪農後継者で健康で普通車の運転免許を所持している方、どなたでも大歓迎です。

■お問い合わせは

経営企画課 組織広報係までｒ２－３７２１

己

JAに結集を
Ｐ 
■ 
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全国eo万の仲間づくり
ＴＨＥＪＡＰＡＮＡＧＲＩＣＵＬＴＵＲＡＬＮＥＷＳ 

鮴日本農業新闘
’ ､毎日鮒(日曜日胴）臓道綱Mi売勵)ら鵬し讃す｡、新聞代金１力)月2,450円(WiiMA）

購読のお申し込みは、経営企画課組織広報係まで轡２‐３７２１
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第
五
回
理
事
会
の
経
過

８局の組合目誌 開
朧
ｕ
時
平
成
十
三
年
八
月
ニ
ト
四
日

〈
決
議
事
項
〉

：
定
例
自
治
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

二
、
桜
ヶ
圧
給
油
所
計
並
器
の
リ
ー
ス
契

約
に
つ
い
て

三
、
農
協
取
引
約
定
習
の
改
定
に
つ
い
て

四
、
組
合
員
勘
定
制
度
取
引
規
程
及
び
ク

ミ
カ
ン
制
度
取
引
蕊
務
取
扱
要
領
の
廃

止
肱
ぴ
に
組
合
典
勘
定
制
度
取
引
瓶
務

子
統
の
制
定
に
つ
い
て

五
、
食
料
、
環
境
難
盤
緊
急
確
立
対
策
端

業
及
び
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境
雛

術
覗
業
に
つ
い
て

六
、
畜
環
リ
ー
ス
覗
業
に
つ
い
て

七
、
乳
製
品
製
造
に
係
る
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
制
定
に
つ
い
て

八
、
家
畜
改
良
課
の
東
輔
リ
ー
ス
契
約
に

つ
い
て

九
、
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

第３回種子馬鈴しよ防疫検査

第２回酪農ヘルパー役員会・

新規就農者面談

東電学園受入式

定例自治監査

経営構造対策事業説明会

酪農畜産協会事務調査

同志会役員会

営農委員会

ホル協来組打ち合わせ

ビート打ち合わせ

１日

２日

３日

６Ｅ 

７日

８日

９日

１０日

１１日

20日

酪対支部長会議

農連役員会

第３回青年部調査･広報委員会

農協酷対役員会

第２回馬鈴しよ振興会役員会

資源リサイクル全体説明会

第５回青年部役員会

第３回生産委員会

ラポール打ち合わせ

資源リサイクル化全体説明会

ＮＳＨ利用組合打ち合わせ

第５回理事会

道農協労連根室支部役員会

畑対役員会

資源リサイクル個別聞き取り

女性部加エ部会立ち上げ準備会

第３回伯爵まつり実行委員会

全道共進会会議

ＣＤＰ研究会

第４回Ｊｒホルスタインクラブ

運営委員会

第２回青年部消費拡大委員会

生食･ｶﾛｴ馬鈴しよ部会役員会

Ｉ
、
各
穂
盗
金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

十
一
、
平
成
卜
三
年
度
で
ん
原
腸
鈴
し
ょ

出
荷
計
画
に
つ
い
て

ト
ー
、
原
料
馬
鈴
し
ょ
出
荷
要
領
に
つ
い

て

十
二
、
で
ん
原
腸
鈴
し
ょ
委
託
加
工
契
約

に
つ
い
て

十
四
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー
牧
草
収
穫
川
地
の

質
貸
借
に
つ
い
て

１
Ｋ
、
ｎ
本
マ
ル
チ
メ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
述
営
機
織
へ
の
加
入
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

一
六
月
米
組
勘
状
況
と
中
間
協
議
に
つ

い
て

．
『
役
員
視
察
研
修
に
つ
い
て

三
、
根
室
癬
内
農
業
世
受
賞
候
補
満
の
推

薦
に
つ
い
て

四
、
北
海
道
農
業
経
営
資
獅
活
用
総
合
融

盗
取
扱
要
領
並
び
に
人
家
畜
経
営
改
善

支
援
安
全
特
別
融
迦
助
成
蛎
業
に
つ
い

て

几
、
平
成
十
四
年
腱
酪
農
素
烟
産
政
策
価
格

ＦＴＵ 

21Ｅ 

２２Ｅ 

23Ｅ 

24日

述
動
に
係
る
戯
み
上
げ
に
つ
い
て

六
、
一
一
○
○
｜
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ

シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー
の
視
察
に
つ
い
て

〈
報
篇
事
項
〉

｜
、
畜
産
経
営
総
合
改
善
指
導
訴
業
に
つ

い
て

一
、
平
成
１
三
年
度
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
の
報
宵
並
び
に
二
○
○
｜
北
海

道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー

の
出
賊
作
に
つ
い
て

三
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

川
、
乳
唾
の
状
況
に
つ
い
て

五
、
市
乳
販
売
に
係
る
販
促
ス
ケ
ジ
ュ
１

ル
に
つ
い
て

六
、
馬
鈴
し
ょ
砧
種
別
・
川
途
別
作
付
実

測
而
績
に
つ
い
て

七
、
リ
ス
ク
符
理
体
制
等
に
係
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
に
つ
い
て

八
、
Ｊ
Ａ
変
ま
つ
り
２
０
０
１
の
交
施
結

果
に
つ
い
て

九
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
猟
業
に
つ
い
て

27日

R弓囚

２８Ｅ 

30Ｅ 

」

Ｌ 十
一
月

大
気
は
概
ね
周
期
的
に
変
化
し
ま

す
が
、
低
気
圧
の
通
過
後
に
一
時
冬

型
の
気
圧
配
緩
と
な
る
Ⅱ
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
気
温
は
平
年
並
で
す
が
、

寒
暖
の
変
動
が
入
き
い
兄
込
み
で
す
。

三
カ
月
間
降
水
牡
は
平
年
砿
で
し

ょ
う
。

十
月天
気
は
数
Ⅱ
の
周
期
で
変
わ
り
ま

す
が
、
気
圧
の
谷
の
彩
騨
で
天
気
の

ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

後
半
に
は
一
時
的
に
強
い
寒
気
の
入

る
Ⅱ
が
あ
る
兄
込
み
で
す
。

九
月平
年
同
様
、
術
気
圧
と
低
気
圧
が

交
互
に
通
過
し
、
天
気
は
数
日
の
周

期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
気
温
は
商

く
、
前
半
を
中
心
に
残
磐
が
厳
し
い

で
し
ょ
う
。

二
カ
月
平
均
気
洲
は
、

商
い
可
能
性
が
人
き
ぐ

は
共
に
四
○
訂
で
す
。

可
能
性
の
大
き
な
天
候
の
几
通
し

９
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
の
天
候

（
見
通
し
）

Ｓ
力
目
予
報平
年
並
か

そ
の
確
率
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